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AX-2形ク ロ ス バ 交換機
Type AX-2CrossbarTelephoneExchange

PBX用のクロスバ交換機は近来その 一変

容 梗 概

秀作がますます認められるようになり,抑こ回線容量が100L可線程

度および以下の小容量のものは一一般民需州として人きな㌫要が期待されている｡

日立製作所ではこれに対処するためAX-2形クロスバ交換機の標準化を行ったのでその設計方針,概要,特

長などを紹介する｡

ト 緒 言

昭和30年9月日｣照射乍所の製作による国産最初のクロス/ミ自助

交換機が運転を開始して以来5年の年月が経過し,その軋 方式設

計および回路設計の進歩改良,部品の新規開発,装機瀾式の改善な

どに伴い数多くの種類のクロスノミ交換横が世に送られてきた｡

一方ここ数年間における日本経済の発展,とF)わけ日本電信電ぷ

公社の第1次および第2次5箇年計画の進止如こ伴う市内電詣網の拡

充整備に応じて私設構内交換設備に対する需要も増加の一途をたど

って,特に最近はクロスバ自動交換枚の長寿命,保守の容易さなど,

その性能の優秀さに対する認 が一般に深まるにつれ,PBXクロ

スバ自動交換撥に対する需要はわが国において過去30年の歴史をも

つステップバイステップ式自動交換機をしのぐに至っている｡

日立製作所においてはこのような情勢に対処し,従来の私設構内

交換機の標準化をさらに推進し,小形化経済化をほかるためAX-2

形クロスバ交換横を実用化し東武宇都宮百貨店,報知新聞社平河町

工場,八幡
l

l■･

入し引続き一般標

介する(1)｡

幡製鉄所,三菱銀行名古屋支店などに納

形として製作小であるので以下にその概要を紺

設 計 方

従来クロスバ交換機は本質的にほその

針

秀性が認められていなが

ら,わが国における初期のクロスバ技術の発展が数百回線以__とのも

のをその対象として発展してきたため,私設構内交換装置として最

も需要件数の多い100回線以下の小容量のものに対しては,経済性,

所要床面積および増設の容易性などの点で長年月にわたり改良を

ねられてきたストロージャ式交換機に一歩譲らざるを得なかった｡

しかし,ストロージャ式交換標ほしゅう動部分を有Lているため

ワイパーの取替などの保守の手間を要し,騒音を発するなどの欠点

をもっているので,クロスバ交換機の本質的利点を生かし,かつ

済性および所要床面積の点でストロージャ式に比肩しうるクロスバ

交換機の出現が期待されている｡

本交換機は以上のような要求に答えるため次の諸点を目標として

設計を行った｡

(1)クロスバ交換機が量産化されクロスバ用部品の単価が安定

期に達したときには交換枚の価格がス

くはそれ以下となること｡

同と式-｢ジロト

(2)回線容量は構内専用の場合100は回線まで,局線に接続す

る場合は80回線までとし,呼量により所要数が変動する機器ほそ

の搭 可能数をなるべく多くとり回線当りの許容呼量を大とす

る｡

(3)前記回線数をこえる増設の要求があった場合においても

*
日立製作所戸塚工場
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20り回線程度までは酢如こ増設可能とするし,

(4)構造ほ設繹工斬;簡単に行えるよう[J立キャビネット形と

し仝体を1ユニットに組み込む｡なお近年ますます有効階高の低

くなってきた新築ビルにも設置できるよう架高はできるだけ低く

する｡

(5)上記のような小形化,経済化を達成するためその機能は特

殊なものを省略し,本交換機に付加可能な付帯サービスは次のよ

うなものとする｡

(a)局線の市外発信制御

話電線内 からの近郊市外即時発信を直接行うことを制限す

るものである｡

(b)甲,乙差別接続

乙付線電話機と局線との接続を制限する機能である｡

(c)特殊共電

一部の内線電話機iこ対してはボタン付電話機を使用し,特殊

共電リレーグループを介して自動交換機と接続することによ

り,単に送受器を上げた場合は中継台に接続され交換手を介し

て接続がなされるが,電話機に付属のボタンを押しながら送受

器を上げた場合には一般の内線電話機と同様に自動式接続を行

う機能である｡

(d)コールバック

ボタン付電話機を使用し,コール/ミックリレーグループを介

して打勅交換機と接続することにより内線電話椀に対して与え

られる楼台巨であって,局線および内線との 着信いずれの場合

であってもボタンを瞬時押下することによって通話中の相手側

な保留したままほかの内線または局線に自由に発信でき,主と

して通話中他へ問合せを行う目的に使用される｡問合せ通話を

もとへもどすのはボタンをふたたび瞬時押すことにより行われ

る｡

(6)局線中継台としてほ有ひも式,無ひも式のいずれでも使用

可能とし,掛こ無ひも式中継台ほ卓上形とする｡

3･中継方式および主要国路の機能

3.1中 継 方 式

本交換機は1段接続のフレーム形式をとり通話路にはクロスバス

イッチを用いている｡クロスバスイッチは,12水平路×10垂直路×

6交さ点のものの2水平路を切替用として20水平路×10垂直路×3

交さ点のスイッチとして使用している｡フレーム構成はこのスイッ

チむ縦備に齢重ねて,最大100水平路×40垂直路×3交さ点の格子

を形成し,この場合のスイッチ数は5×4=20個である｡中継方式

は上記格子の水平終にライン回路を,垂直路にトランク,局線レ

ビータ,扱者呼出回路を収容している｡なお無ひも中継台用接続回

路の内線側端子および空番号回路はライン回路に収容される｡



AX-2 形 lコ ス 交 換 機

第1岡 AX-2形ク ロ ス バ交 換機巾継~ノナノlこぃくl

(無ひも式同根･1周粁手招凄川ける場合)

第2図 AX-2形ク ロ スバ交換機可1継ノブ式一望†
(有ひも式局絞中継台を使川する場合)

弟l図に局線中継台に無ひも式中継台を使用した場合の中継方式

図を,策2図に局線中継台に看ひも式中継台を使用した場合の中継

方式因を示す｡

3.2 主要回路の轢熊

本交換機はライソリレーグループ,マーカ,レジスタ,トランク,

レビータおよびそのほかの付帯装置より構成されるがそれらは大略

下記の機能を有している｡

(1)ライソリレーグループ

1内線回路当り平形リレー1個を使用したライソ回路とし1グ
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ループは20回線分を収容L,グループ識別リレーとと

もに,取什板1枚幅に搭載して増設単位を構成してお

り,回線数に応じて5枚幅100回線虻で搭載できる｡

ラインリレーは共通制御回路であるマーカに対して

発信,訪中庖どの表示を行う｡

(2)マ ー カ

交換機全体に対して=回路設備され,すべての呼を

処理する共通錆り御回路である｡したがって回路は,特

に安定で保留時間が短く,単一の障害に対してはその

影響は一部分にとどまりすべての交換機能が停止する

ことのないように継電器巻線の二巻線化,接点チェー

ソl‖胴の二屯化などの考慮が払われており,おもな機

能は内組発信者の儲別,空トラソクの選択描そく,通

話路の作成,接続動作時間の監視などである｡

(3)ト ランク

トランクは内線電話機からの発信で必ず接 され発

信音の送批 話中音の送出,レジスタの仮揃そく,本

描そく,レジスタへのイソパルス中継,被呼内線回路

への呼rl什‡㌧プう竺H:上松rLび通.;占電流の供給などの械能を

イJ▲し,取付板1枚帖2回路を増謂牒常とLて2nl‖】絡ま

で実装できる､.

(4) レ ジ ス タ

トランクより排そくされダイヤルイソパルスの計数

および苦情な行う､またマーカとの共同動作により内

線相互油詔払拭であれば,トランクの被呼内線側と被

呼内線電話機とをつなぐ通話路を作成し,局線発信接

続の場合ほ,トランクとレビータとの接続替えを行う

機能な~す√しておりそのほかダイヤル途中放きの監視も

ーヘノ

巨-1組数および呼量に応じて3lリ】絡まで実装できる｡

(､5)発着r■l■川Ⅲ卦線レビータ

局線発㌫接胤の場合は充満瑠ライン回路ほレジスタ

の7別御によりトランクより木レビータへ接続替えが行

われ,l勺線電話機からのダイヤルにより局線へのイン

パルス中継を行うし､この場合市外自動発信阻止を行う

ことがてき-る｡

局線よf)着信した場合は局蘭沌パ瀾ほへ接続する｡

1杖怖2回路を増設単位として10回路まで実装でき

る｡

(6)接続Il--1路

本L刷掛は局拍中継台が無ひも式の場合に使用され直

結式無ひも中継台の場合はレビータに対応Lて接続さ

れ,また索線式無ひも中継台の場合はリソクを通して

レビータへ接続される｡中継台扱者の電けん操作によ

り局線への応答,発信,内線の呼出などを行うが,そ

の場合内線の接続替え,扱者の再呼出などの機能も有

している｡1枚幅2回路を増設単位として10回路まで実装できる｡

(7)監視信号回路

本回路は交換機¢障喜監視および信号音の斬純などを行う｡

視信号リレーグループは障害監視用のリレーおよび信号音断

リレーを搭載し,フレームアプライトに実装された

監

用

けんおよび

ランプとともに下記の障害表示を行うほか内線の送受器はずしの

坑ご.二視,共通制御回路の使用回数の調査などの機能を有している｡

(a)共通制御回路障害表示

マーカおよびレジスタの障告はマーカおよびレジスタ内のタ

ソグリレーの動作によりランプが点火し同時に可聴信号板
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のベルを鳴動して警報を発する｡

(b)ヒューズ断 示

ヒューズが熔断するとランプが点火し同時に可聴信号板のベ

ルを鳴動して,警報を発する｡

(c)信号機の障票表示

信号械の出力電 の低下または停止の場合ランプが点火し可

聴信号板のベルを鳴動,警報を発すると同時に白軌跡･こ予備信

号機に切替わる｡

予備信号枚の出力電圧の低下または停l上の場合も同様にラン

プが点火し同時に可聴信号板のベルを鳴動し警報を発する｡

(8)信 号 機

直流48V専用の5W小形信号機2台を備え常用機,予備機とし

て,自動切替えおよび手動切替えが可能である｡

号株は交換機内に実装L監視

号音を供給する｡

4.1発信 音

看ち旨リレーグループを通して信

4.接続動作の概要

接続

内線電話機の送受器を上げれば電話機内な通る′レープ回路でライ

ソリレーが動作し,"Ⅹ"接点のムが閉じてマーーカが起動される｡

本交換機のラインリレーは2段耳別′｢昭平形リレーを用いてお巧,

Ⅹ"接1一大朔作でラインリレーとしての動作をし,仝接点動作でかソ

トオフリレーとしての機能を果す｢､

マーカは内線発信者の6
ロ々ノし別 スバスイ､ソナのセレクト

マグネットを動作させると同時にそのときあいているトラソクのう

ち最優先順位にあるもの蕃ご選択し,そのトランクに対応するホール

ド~アブネットな動作させるリ

ホールドマグネットが動作しクロス′ミスイ＼ソナの交さ′･､∫真が閉じれ

ば,内線発信者とトランクとが接続され 接続されたトランクから

C線に地気が送Hされラインリレーの令接点が朔作することにより

マーカは復旧する｡

内線発信者とトランクはlぐ記の経路で接続される._.

発信内線電話機--クロスバスイッチーーートランク

トラソクは内線発信者に接続されるとただナ)に空レジスタな仮捕

そくしノ,J勺線発信者に発信音を送Hするく=J

もしレジスタが全部使川中であればトランクより発信音が送旧さ

れないので内線発信者はトランクに接続されたまま行合せとなZ)｡,

またトランク全訪中の場合はて-カが 動されず作況発信者ほ待

ち合せとなる｡

またマーカは内線発信者のサービスクラスを識別しそれをトラン

クに記憶させる｡

本交換機のライソ回路は一般内線電話機,局線非接続内線電話機

および無ひも･~い の3種類のサービスクラスにわかれ

る｡

4.2 内線相互接続

内線発信者が発信音を聞いて内線被呼者番号をダイヤルすればト

ランクほ,第1数字目の第1インパルスによりレジスタを木捕そく

し,そのレジスタをほかのトランクに対して閉塞すると同時にレジ

スタへインパルスを中継する｡

レジスタは第1数字,第2数字を計数蓄楕Lたのちマーカを起動

しほかの内線またはレジスタよりの起動を一時閉塞する｡

レジスタは内線被呼老の空 試験ののちクロスバスイッチのセレ

クトマグネットを動作させる｡セレクトマグネットの動作ですでに

内線発信者と接続されているトラソクの被呼老側を通してホールド

マグネットが 作する｡レジスタはホールドマグネットの動作を確

記してマーカとともに復旧し,内線被呼老にはトランクよf)呼出信
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号が送出され内線発信者には呼出音が送出される｡内線被呼老が応

答すると通話状態となる｡通話終了し送受器を下せば全回路復旧す

る｡

4.3 局線発信才妾続

内線発信者が発信音を聞いて"0"1数字をダイヤルすればレジ

スタはこれを計数蓄積したのちマーカを起動する｡レジスタはl､ラ

ソクへ接続替えの表示を送ると同時にトラソクを経て内線発信者の

A線に対Lて地気を送出する｡ラインリレーは,レジスタよりトラ

ソクへ転送された接続替え表示でC線の地気が切断されるため復旧

するがA線の地気により"Ⅹ"接点が動作し発信状態となる｡マーカ

は発信音接続の場合と同様に最優先順位にある空レビータに対応す

る交さ点を閉じる｡レビータよりC線に地気が送出されるとライソ

リレーは令動作しマーカは復旧する｡続いてレジスタおよびトラン

クが復旧し内線発信者は次の経路でレビータに接続される｡

内線電話機-クロスバスイッチーレビータ

レビータは局線に対して発信状態となり局線より内線発信者へ局

の発信音が送られる｡内線発信者は局の発信音を開いてのち局線へ

ダイヤルを行いR的の回線へ接続される｡

｢力線発信者が局の_発信音を問いてのちさらに"0"をダイヤルする

と,■･~け外[l動発信となるのでレビータはこカーtを阻lヒし話中音を

する(⊃通話終丁し内線発信者が送受器を下せば全回路復旧する｡

もしレビータ全話中の場合は,マーカおよびレジスタの復旧によ

りトランクより話中音が送出される｡

また局線非接続内線よりの発信の場合はトランクよりレジスタへ

サービスクラス表示が転送されているので`0"ダイヤルでレジスタ

はただちに復旧し,内線発信者には話中音が送欄される｡

4.4 局線着信接続

4.4.1局線中継台が有ひも式の場合

局線より着后すればレビータを通して中継台のライソランプが

点火し,機者ほ局線より着信したことを知り局線ジャックにプラ

グをそう入し,通話電けんを倒して応答する｡扱者は局線の発信

加入者より内線被呼者番号を聴取し内線被呼老の空塞試験ののち

被呼内線ジャックに,対のプラグをそう入し呼出しを行う｡

内線被呼者が応答すれば通話状態となF),扱者は局線より着信

したことを㍗げ電けんをもどす｡通話は~F記の経路で行われる｡

局線--レビーター接続紐回路一一内線電話機

通話終了し内線側が送受器を下せば中継台の監視ランプが点火

し,扱者ほ通話が終~7したことを知り,プラグを抜けば全回路復

旧する｡

4.4.2 局線中継台が無ひも式の場合

局線より着信すればレビータを通して中継台のラインラソプが

点火し扱者ほ局線より着信したことを知り通話電けんを倒して応

答する｡扱者は局線発信加入者より内線被呼者番号を聴取する

と,内線発信側の竃けんを倒し発信音接 を行う｡発信音を聞い

てダイヤルすることにより内線相互接続を行う｡

内線被呼暑が空であれば,トランクより呼出信号が送られ扱者

には呼出音が送られる｡内線被呼者が応答すれば通話状態となり

扱者は局線より着信したことを告げ

経路で行われる｡

鍵をもどす｡通話は下記の

局線-レビーター接続回路¶クロスバスイッチ1トランクーク

ロスバスイッチー内線電話機

通話終了し内線側が復旧すればトラソクおよび接続回路が復旧

し,中継台の話中ランプが減火することにより通話が終了したこ

とを表示する｡

局線と内線との通話状態で内線が扱者を再呼出したい場合は

"1"をダイヤルするかまたはフッキングを行う｡
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接続回路のAリレーが瞬時復旧し,Cリレーが動作保持する｡

中継台では監視ランプが点滅し再呼出であることを表示する｡

扱者の応答で監視ランプは減火し,扱者は内線の要求を聴取する｡

続接替えの要求があれば扱者は電けん操作により接続されていた

内線を開放してふたたび発信状態となりトランクより発信音が

出されそこでほかの内線を呼出し,接続替えが完了する｡

Iノづ線被呼者が話中の場合は訪中音が扱者へ送られるので扱者は

一.刷込接続を行い,送受器を降してもらいそこで本接続を行う｡

扱者の発倍の場合トランクよりレジスタヘはサービスクラス

ホが転送されるので扱者のダイヤルがl力線"乙",中継台呼出,局

線発信の場合はすべてレジスタが復旧し,トランクより訪中音が

送出される(､

4.5 割 込 接 続

扱者が内線を呼出す場合内線被呼者が話中であると割込み回路を

用いて割込接続を行うことができる｡

扱者の`■宣けん操作により割込回路を起動すると割込みi･~!l路はレジ

スタを仮捕そくすると同時に扱者へ発信音を送出する.〕

扱者が内線被呼者番号をダイヤルするとレジスタはこれを計数蕃

桧したのちl勺線相互接続の被呼老側接続を行い,現在話中の内線被

呼名へ着信する二.中継台では監視ランプが点火する｡

もし接続･■いに割込みたい被呼老が復旧し,空になっていれば監視

ランプほ点滅するので内線被呼者が空になっていることを知る｡

扱者は言か巨の内線被呼老に すよう依頼し,内線被呼老

が送受器を~~Fし使用していたトランクが復旧すると点火していた監

視ランプが減火するので内線被呼老が空になったことを知り電けん

をもどす｡続いて4.4.2局線着信接続のように接続回路を用いて内

線を呼出し,通話を行う｡

また割込接続中障害に出合い接続が完了しなかった場合ほ扱者に

話中音が送出される.)

4.る 扱者呼出接続

内線発信者が中継台扱者を呼出す場合は発信音接続ののら"9"l

数ノナ:をダイヤルすればレジスタはこれを計数蓄積したのちマーカを

起動し,続いて局線発信接続動作とまったく同 にトランクと特殊

番号回路との接続替えが行われ内線発信者は下記の経路で特殊番ぢ`

卜jl終に接続される｡

内線電話機-クロスノミスイッチー特殊番号恒】路

1月線発信者が特殊番号回路に接続されると中継台のラインランプ

が点火し故老呼出であることを知らせる｡扱者が応答すれば通話状

態となり扱者は内線発信者の要求を聴取する｡通話が終了L

を下せば全凹路復IRする｡

4.7 空番号接続

受器

内線発信者のダイヤルLた番号が空番号であればダイヤルした内

線発信者ほ空番号回路に接続され中継台扱者が呼出される｡空番リー

回路は内線電話機位置に収容されており,その位㌍ほレジスタ内の

交さ接続によって適当に変えることができる･｣

空番号がダイヤルされると,レジスタほこれを計数蓄航するが計

数蓄積または内線被呼老言占中試験の際に空番号であることを知り,

空番号l可路の収容位拝呈を識別する.レジスタほトランクの被呼省側

と空番馴-1路とを接続Lたのち,ホールドマグネットの動作を確認

して復旧する二｣斗線発儒者が空番号回路に接続されると中継否のラ

インランプが点火し扱者ほ空番号回路に対して応答する二

撰者は空番号であることを内 発信者に知らせ,内線発信者か送

受器を~Fせば全回路が復IRする｡

もし聖番号阿路が使用中の場合ほレジスタは復旧し内線発信

はトランクより話中音が送料される_､
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5.実装および使用轢器

5.1実 装

本交換機はさきに述べたように特に′J＼形化,経済化,工事の容易

性などをその設計目標の一つとしたので装横形式は従 のクロスバ

標準装置架の形式によらず,ストロージャ式の小容量私設構内交換

機としてすでに各方面より好評を得ているAF-2形およびAF-3

形の装横形式を踏襲して日立キャビネット形鉄架とした(2)(3)｡

装機の方法はキャビネット形鉄架の前面を観音開きのとびらとし

裏面はけんどん式の戸としてあり,内部前面にはクロスバスイッチ

を最大20個まで搭載し,上部には工 用架上端子板を配列した｡内

部裏面は上下2段に分けそれぞれゲート式構造としゲート鉄枠にリ

レーグループ頬を取付け,また裏面左側は上部よりヒューズ盤,試

験盤,常用および予備信号機が取付けられる構造とした｡

第3図 AX-2形クロスバ交換機外観

弟3図に本臼動交換機の外観を,弟4図に表面側実装を,第5図

に裏面側実装を,第る図に裏面ゲートを開いた状態をそれぞれ示す｡

本自動交換機に付属する局線中継台としては有ひも式の場合には

標準のAS形中継台形式のものを使用し,無ひも式の場合には弟7

図に示すような小形卓上形の中継台を使用する､

5.2 使 用 挫 器

個々の使用部品の性能,大きさ,価格がそれによって構成される

置全体の機能,小形化,経済化にとって最も大きな影響を及ぼす

のほ論をまたないところであー_),本交換機の設計にあたっても一般

用リレーとして用いられるワイヤスプリングリレー以外の機器につ

いてほ多くの考慮か払われた結果,壬要な機器に次のようなものが

使用されている二.

(1) EK形クロスバスイッチ

EK形クロスノミスイッチは日立製作所において開発されたクロ

スノミスイッチであって現在 準として使用されているウェスタソ

形クロスバスイッチに比べ取付面積約1/2.5,重量約兢と小形

化,軽量化されている｡その第8図は外観を示す(4-｡
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(2) FAP形リレースイッチ

FAP形リレースイッチも日立製作所において開発された′ト形

の回転スイッチであって16ポイントの回転運動を行い,ワイパー

およぴバンクl組のほかカム接点2組を有しており,主として局

第4図 AX-2形クロてバ交換機表面佃ほ凍
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第5図 Ax-2形クロスバ変換機裏面側実装

評 第43巻 第4号

線レビータの"00"ストップ用として使用される｡弟9図はその

外観を示す｡

(3) ラ イ ン′リ レー

従来ライン回路には1回路ごとに平形リレー2個を用いて1個

第6岡 AX-2形クFてバな換機東面ゲート構造

窮7図 AX---2形無ひ も 巾

第8図 EK形ク ロ ス バ ス イ ッ チ



AX-2 形

第9圃 FAP形リレースイ､ソチ

をラインリレr一,はかの1個をカットオフリレーとL

て使用Lていたか,本交換機においてほ最近ストローー

ジャ交換機のライン′フ7インダユニット用として開発

された1回路ごとに2段動作のT系列下形リレーを1

個使用し,"Ⅹ"接点動作によりラインりレーとしての

機能を果し,令接点動作によりかソトオフリレーとし

て機能を果す方式を採用することによりライン回路の

′.ト形化,経済化をはかった(5)､

る.本交換機の特長

本交換機を従来のストロージャ式およぴクロス′ミ式交

換機と比較Lた場合の特長をあげれは欣のとおりでお)

る｡

(1)小形であること｡したがって所要床面積が少な

いこと｡

参考までに本交換機とストロージャ式交換機の所要

沫面積を比較すれば弟10図のとおりであり増設時を

除いてはストロージャ式と同 あるいほそれ以下であ

る｡弟10図はPBXとして代表的な回線数および卜
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例 J 例 ∬ 例 皿

んトー～形
←--Z7♂♂ ←一之7♂β---

ヱ7か♂-----→

l
く::)

く⊃

ヽ
しっ

雫≡
∵++†t::【二

賀宴
=

くb

闇

団

1
当摘
∪

T
く>

2
N

Lし

当室消ヽ
く

｣｣

J/ ノ根

一¶27ββ一--】→

丁転≡萎
∵
田

｣J

一--1日況-------------------------

｣†

紆｣§潤
¶蔓?

[亘]

月′--∫形

十-Z仰
【

--

←27♂♂
-

一---･27(7♂-------------------

摘沌田
N

[亘]

卸元ト_

団

⊂

†
臣苧こしし

十γ∴+∵
§苧▼:t

巨可

ラインスイ･ソチガ≠

一-27♂♂--→

もミミ

/∴

一-Z7♂♂-----
l

送聖§

=++雪k

-------∠J〟------------

〟βF雫弓芸喜雫瓦ミ覧
l腫βl〟街l

引匝]引牒

〟♂∂l腫Jl §回……芸喜
lル紆∂lJ好Jl

ラフイック量の3例について比較してあるが各例の内

容は弟l表のとおりである｡

(2)ストロージャ式交換機と比較し.た場合にクロスバ交換機の

もつ特長はすべて備えているが特に次の点で-･般民需用のPBX

としてすぐれている｡

(a)上昇回転機構を有せず大部分の機器は最新のクロスバ用

部品を使用Lているので保守調啓の要が少なく,長寿命である｡

(b)防じん構造となっており,Lかも上昇回転機構を有せず

騒音が少ないので一般車務室にも設 して倖用できる〔〕

(c)電源電圧の変動許容範囲が大である｡

(3)トラフィック容量が大であり内線当り発信呼量的4HCS

以上を収容可能である｡

(4)セレクタユニットの付加により増設が容易に行える｡

(5)無ひも中継台は小形の卓ヒ形となっているので呼長の少な

い場合には事務机の一隅におくことも可能である｡

また本交換機は単一のマーカにより全交換接続が制御されている

のでマーカは1箇所の障害によりその機能がすべて停止しないよう

に継電器の巻線は2巻線とし,また接点のチェーソ回路は二重に

けそれぞれ交互に切替えて使用することにより動作の安全を期Lて

いる(6)(7)｡

7.輯

小容量私設構内交換機の標準化も過去何回かの経験を重ねること

により漸時軌道に乗ってきた感があるが,今回の 準化によっても

なお特殊機能の付加,よりいっそうの小形化,経済化などがさらに

67

第10同 所 要 床 面 研 の 比 較

第1表

180

6

6

4

2.5HCS

要望されてきつっある｡これに応じてゆくためには回路設計技術の

向上と同時に使用部品の小形化,経済化が非常に重要な意 をもノー,

てくる〔今後はさらに増設時における経済性の検討,適用抱囲の鉱

大などに特に重点をおいて改良を重ねてゆきたい(.

終りに,本交換機の設計に際して種々ご指導をいただいた日立製

作所戸塚丁二場野上
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長に謝意を表する｡
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